
 

 

 

 

 

 

 

これからの協働合校事業を… 

新型コロナ禍も２年目となり、感染拡大も前年度以上となった１年で

したが、今年度の地域協働合校事業は中止や縮小だけではなく内容を

工夫し、変更して、園、小、中学校と連携をとりながらの１年となりました。 

地域協働合校事業で今までやってきた事を再度考え、新しい考え方

や方法があるかを考えた１年でもありました。 

早く学校、地域のこども、地域の大人が共に学び輝けるようになれば

と思います。      老上学区地域協働合校推進委員会 会長 熊川 勉 

☆わんぱくプラザ老上

自宅で芽出しをした苗で花植え、美術館

の学芸員とびっくりコラージュ、八幡山への

ハイキング、イルミネーション作り、書き初め大会等など、サポーター間で協議をし

て実施しました。ひまわりきれいに咲いたね。八幡山、息が切れたけど琵琶湖や比

叡山、比良の峰も見えて最高の景色！かわいい猫にも出遭ったね。ハプニングもお

もしろい。これからも子ども達の笑顔がいっぱい咲きますように。 （山口 由紀子） 

☆老上ふれあい農業合校 

老上こども園児や小学生に農業体験をさせられたら、私達大人も居場所があっ

て農業を通じて、食べ物の大切さを学んでほしいとの思いで子ども達と米づくりや

野菜づくりを続けて本年は２３年目を迎えます。これからも、地域の皆さんと共に協

力し、継続していきたいと願っています。 （小寺 一久） 

☆夢街道「あいさつ運動」の推進 

今年度もコロナ禍の下、マスクの着用・密を避けて気をつけて、

毎月８日は登校してくる児童に「おはよう」と愛の声かけをしました。

また、６月と１２月は、わんぱくプラザの子どもたちと協働作業がで

きなくて残念でしたが、プランターに花を植えかえました。 

 さて、私ども、夢街道「あいさつ通り」推進友の会は３月８日が

最後の活動日となります。２８年間、温かいご支援をいただき心よりお礼申しあげます。 ４月から

は、８日を夢街道「あいさつの日」と定めて、地域協働合校事業として継続していきます。 （飯田 和子） 

☆教育講演会  

例年年度末に教育振興会と共催しております教育講演会は、昨年度コロナ禍のため中止しまし

た。今年度こそはとワクチン接種の実績や沈静化に期待して開催に向けて準備を行い､２月２６日講

演内容「子育てはドッジボール」講師奥井照夫さんで進めましたが、今年もコロナの猛威に断念致

しました。次年度には秋に講演会を開催する思いですので、よろしくお願い致します。 （小林 潔） 
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（  融 合  ） 

合校生の芋ほり 

 

今年こそみんなの力を集結して、
難敵コロナをトラえるぞ！ 

八幡山から故郷を望む 

 

夢街道「あいさつ
通り」推進友の会
のシンボルマーク 

奥井照夫さん 



 

 

 

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、様々な

行事が縮小・中止になってしまいましたが、農業合校の皆さんには、

５歳児４３名がレンゲ畑やサツマイモの栽培、収穫で大変お世話に

なりました。１０月のサツマイモ掘りでは、畑の中でどのようにサツ

マイモができているのか、実際にツルにつながっているところを見

せていただきました。そして、農業合校のみなさんと一緒に畑の中

からサツマイモを掘り起こし、大変うれしそうな子ども達の歓声が

聞こえていました。自分たちで掘ったサツマイモは各家庭に持ち帰

り、美味しくいただきました。季節感を味わうこのような直接体験は

園や家庭だけでは、なかなかできません。五感を通して様々なこと

を学ぶ機会をいただき、ありがとうございました。 

 

 

地域と学校が連携・協働した活動 

〇田植え・草ひき・稲刈り・縄ない ＝米づくり 

農業合校のみなさんにたくさんのご支援と学びの場を提供して頂きな

がら5年生が今年も田植えからの米づくりの一連の学習活動を行いまし

た。本年も感染対策の必要からすべての活動をご一緒することはかない

ませんでしたが、貴重な経験を積むことができました。 

〇まちたんけん 

３年生児童が地域の歴史的・文

化的な施設を訪れ、地域について

よく知り、理解を深め郷土愛を育

む取り組みを行いました。当日に

は、地域の方にも参加いただき、老

上についてお話を聞きました。 

 

  SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な

開発目標）」が世の中で認知が拡がりつつあるのが現状で

す。未来を担う中学生にも意識を高め、自分が取り組めること

を見つける取組や活動が重要な時代となってきており、1 年生

では講師を依頼し、「経済・環境・社会のバランスをめざして」

をテーマに、経験を話していただい

たり、カードを使って自分の行動を

思考し、世界と繋がりを実感する

体験を行いました。そして、このＳＤ

Ｇｓは私たちになぜ必要かを考え

るきっかけとして学習を行いました。 

５年 米づくり 
 

３年 まちたんけん 

授業の様子 
 

ＳＤＧｓに関する学習 1年生１月 13,14日 

おおきなおいも でてきたよ！ 
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活用したカード 
 


